
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 13 回建設業経理士検定試験 
 

 

2 級試験問題 
 

 

 

 

 

 

 

注 意 事 項 

1. 解答は、解答用紙に指定された解答欄内に記入してください。解答欄外に記入さ

れているものは採点しません。 

2. 金額の記入にあたっては、以下のとおりとし、1ますごとに数字を記入してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

3. 解答は、指定したワク内に明瞭に記入してください。判読し難い文字が記入され

ている場合、その解答欄については採点しません。 

4. 消費税については、設問で消費税に関する指示がある場合のみ、これを考慮して

解答してください。 

5. 解答用紙には、氏名・受験番号シール貼付欄が2ヵ所あります。2ヵ所とも、氏名

はカタカナで記入し、受験番号は受験票に付いている受験番号シールを貼ってくだ

さい。なお、受験番号シールがないときは、自筆で受験番号を記入してください。 

（氏名・受験番号が正しく表示されていないと、採点できない場合があります。） 
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〔第 1問〕 青山建設株式会社の次の各取引について、仕訳を示しなさい。使用する勘定科目は下記の勘定科目群（Ａ～Ｚ）か

ら選び、その記号と勘定科目を書くこと。なお、解答は次に掲げた（例）に対する解答例にならって記入しなさい。 

 (20 点) 

 

（例） 現金￥100,000を当座預金に預け入れた。 

 

(1)  前期まで下記の機械を保有し、定額法で償却していたが、当期首（第7年目の期首）に除却した。除却した機械は

\250,000と見積られ、「貯蔵品」勘定で処理する。 

取得原価￥2,000,000   残存価額￥200,000   耐用年数8年 

(2)  品川工務店を￥8,000,000で買収し、代金は小切手を振り出して支払った。買収時における品川工務店の資産・負債

の状態は次のとおりであった。買収時点における仕訳を示しなさい。 

材  料￥1,000,000   建 物￥9,000,000   借入金￥4,000,000 

(3)  6 月１日に額面\5,000,000 の社債を￥100 につき￥96 で買い入れ、端数利息（日割計算する）とともに小切手を振

り出して支払った。なお、この社債は償還期間 5年、利率年 3%、利払日 3月 31 日と 9月 30 日の年 2回である。 

(4)  前期において契約額￥10,000,000（着手金の受入はなし）の工事（工期は3年）を受注し、成果の確実性が見込まれ

るために前期から工事進行基準を適用している。なお、当該工事の工事原価総額の見積額は￥8,000,000である。発生

した工事原価は前期が￥2,000,000、当期が￥4,000,000であった。当期の工事収益及び工事原価に関する仕訳を示しな

さい。 

(5)  外注先に対する工事の未払代金￥3,000,000 を決済日より早く小切手を振り出して支払い、0.5%の割引を受けた。 

 

＜勘定科目群＞ 

Ａ 現金 Ｂ 当座預金 Ｃ 完成工事未収入金 Ｄ 貯蔵品 

Ｅ 未成工事支出金 Ｆ 建物 Ｇ 機械装置 Ｈ のれん 

Ｊ 投資有価証券 Ｋ 支払手形 Ｌ 工事未払金 Ｍ 未成工事受入金 

Ｎ 貸倒引当金 Ｑ 減価償却累計額 Ｒ 利益準備金 Ｓ 借入金 

Ｔ 完成工事高 Ｕ 完成工事原価 Ｗ 材料 Ｘ 有価証券利息 

Ｙ 仕入割引 Ｚ 機械装置除却損   

 

 

 

 

〔第 2問〕 次の 口口 口  に入る正しい金額を計算しなさい。 (12 点) 

 

(1) 本店における神田支店勘定は借方残高￥300,000、名古屋支店勘定は借方残高￥150,000 であるとして、名古屋支店が

神田支店の工事代金の未収分￥48,000 を現金で回収したときに、支店相互間の取引を本店集中計算制度で仕訳すれば、

本店における神田支店勘定は借方残高￥ 口口 口  となる。 

 

(2) 平成×4年 6月 25 日に次の利益処分が行われた。 

株主配当金￥7,000,000、利益準備金￥ 口口 口  、事業拡張積立金￥5,000,000、別途積立金￥12,000,000 

なお、会社の利益処分直前の資本金￥20,000,000、利益準備金￥4,500,000 であり、利益準備金には最低必要な額を計上

する。 

 

(3) 決算整理前の仮払消費税は￥480,000、仮受消費税は￥850,000 であったが、決算整理において事務所家賃の未払分（家

賃￥300,000、消費税￥15,000）があった。当該整理事項を処理したときに、未払消費税は￥ 口口 口  である。なお、

消費税については、税抜方式を採用している。 
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〔第 3問〕 四谷建設株式会社では、工事を第 1部門と第 2部門とで施工している。この他、両部門に共通して補助的なサービ

スを提供している車両部門、機械部門及び材料管理部門があり、これらの補助部門は独立して各部門の原価管理を実

施している。次の＜資料＞に基づいて、相互配賦法（簡便法）により補助部門費を施工部門に配賦し、解答用紙の「部

門費振替表」を完成しなさい。なお、解答の記入において端数が生じた場合には、円未満を四捨五入すること。 

  (24 点) 

 

＜資料＞ 

(1) 「部門費配分表」に集計された各部門費の合計金額 

第１部門 ￥756,928 第２部門 ￥687,545 

車両部門 ￥225,190 機械部門 ￥335,186 材料管理部門 ￥156,372 

(2) 各補助部門の他部門へのサービス提供度合 （単位：％） 

  第 １ 部 門   第 ２ 部 門   車 両 部 門    機 械 部 門  材料管理部門

車 両 部 門 47   43   ─ 6   4   

機 械 部 門 35   38   15    ─ 12   

材料管理部門 38   47   4    11   ─ 

 

 

 

〔第 4問〕 次の設問に解答しなさい。 (14 点) 

 

問 1 次のような原価に関する計算は、(Ａ)原価計算制度であるか、(Ｂ)特殊原価調査であるか。記号(ＡまたはＢ)で解

答しなさい。 

 

（1） 複数の工事現場監督のために 2台の車両を使用しているが、当該車両関係費を各工事に配賦するために車両運転

時間を基準とした予定配賦を採用している。 

（2） パワーショベルの取替えに関する検討資料を作成する。 

（3） 現在、自社で作業している部分を外注した方が良いかどうかの意思決定資料を作成する。 

（4） 部門共通費を複合配賦基準によって各部門に配賦する。 

 

問 2 平成×4年 6月の工事原価に関する次の＜資料＞に基づいて、当月の完成工事原価報告書を完成しなさい。また、

現場共通費配賦差異勘定の月末残高を計算しなさい。なお、その残高が借方残高の場合には「Ａ」、貸方残高の場合に

は「Ｂ」を解答用紙の所定の欄に記入すること。 

＜資料＞ 

1.  当月は 143 号～145 号の工事番号をもつ工事を実施し、月末までに 143 号工事と 145 号工事とが完成したが、144

号工事は月末現在未完成である。なお、収益の認識については工事完成基準を適用している。 

2.  前月から繰り越した工事原価に関する各勘定残高は、次のとおりである。 

（1） 未成工事支出金の前月繰越額 （単位：円） 

工事番号 143  144  

材料費 154,060 31,540 

労務費 38,920 13,040 

外注費 253,200 53,980 

経 費 42,130 24,980 

計 488,310 123,540 

（2） 現場共通費配賦差異     ￥8,215（借方残高） 
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3. 当月の発生工事費用（現場共通費を除く）   （単位：円） 

工事番号 143  144  145  

材料費 36,450 113,720 369,200 

労務費 15,230 37,820 158,620 

外注費 82,450 52,980 249,870 

直接経費 12,560 3,980 35,890 

4. 現場共通費の配賦 

（1）予定配賦率  機械運転１時間当たり ￥1,820 

（2）当月の工事別機械運転時間                （単位：時間） 

工事番号 143  144  145  合計 

運転時間 15 25 48 88 

（3）現場共通費の当月実際発生額    ￥153,280 

（4）現場共通費はすべて経費である。 

 

 

 

〔第 5問〕 津田沼建設株式会社の次の<決算整理事項等>に基づき、解答用紙の精算表を完成しなさい。なお、工事原価は未成

工事支出金を経由して処理する方法によっている。会計期間は１年である。また、決算整理の過程で新たに生じる勘

定科目で、精算表上に指定されている科目はそこに記入すること。 (30 点) 

 

＜決算整理事項等＞ 

(1) 当座預金の期末残高証明書を入手したところ、残高は￥485,000であった。差額原因は、調査したところ以下のとおり

であった。 

① 会社が契約している本社役員の当期の保険料￥38,000が引き落とされていたが、未処理であった。 

② 完成工事の工事代金￥240,000が期末に振り込まれていたが、発注者より連絡を受けていなかったため、未記帳であ

った。 

(2) 長期保有目的の株式の時価が著しく下落しており、￥205,000の評価損を計上する。 

(3) 貸倒引当金については、売上債権の期末残高の2%を計上する。（差額補充法） 

(4) 期末材料の棚卸減耗￥7,800が発生した。全額工事原価として処理する。 

(5) 仮払金は、本社従業員の出張旅費の仮払い￥18,000であった。当該仮払金は旅費交通費に振り替える。 

(6) 減価償却費 

① 工事用：機械装置の当期の減価償却費は￥106,500である。ただし、月次で￥8,800の減価償却費を予定計上しており、 

      _当期の予定計上額と実際発生額の差額を当期の工事原価（未成工事支出金）に加減する。 

② 一般管理部門用：備品（定額法、耐用年数5年、残存価額ゼロ） 

(7) 退職給付引当金の当期繰入額は、本部事務員について￥68,000、現場作業員について￥152,000である。ただし、現場

作業員については月次で￥12,500の退職給付引当金繰入額を予定計上しており、当期の予定計上額と実際発生額の差額を

当期の工事原価（未成工事支出金）に加減する。 

(8) 完成工事高に対して0.1%の工事補償引当金を計上する。（差額補充法） 

(9) 上記の各調整を行った後の未成工事支出金の次期繰越額は￥385,000である。 

 (10) 当期の法人税、住民税及び事業税として、税引前当期純利益の40%を計上する。 

 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


